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2002年7月設立

6,500,000タイバーツ資本金

SRITHAI GROUP 54％
(株)東洋トランス 46％出資比率

輸出入貨物取扱（フォワーダー）業務
近隣諸国へのクロスボーダー輸送
フリーゾーン倉庫 一般倉庫
コンテナデポの運営
通関業務 自動車運送

事業内容

会社概要

事業内容ごあいさつ

社⾧と現地従業員スタッフ

日本および三国間のフォワーディング
業務およびSRITHAI GROUPの倉庫や
トラック等の物流アセットを利用した
倉庫保管、国内配送業務を展開してお
ります。当社グループはレムチャバン

スリタイ東洋ロジスティクス株式会社はアジア諸国・中央アジア諸国を中核とし
倉庫保管業務を軸にトータル・ロジスティックサービスを提供しております。

スリタイ東洋ロジスティクスの紹介 クロスボーダーサービス

バンコク市内とレム
チャバン港に近く、周
辺には自動車工業団地
を結ぶ幹線道路沿いに
位置し、非常に利便性
が高く、保税倉庫も備
えており、外貨状態の
まま貨物をお預かりす
ることもできます。

レムチャバン倉庫
ISO規格に則り設計、
製造され、国内外を問
わず安全に繰り返し利
用できる複合一貫輸送
可能な液体輸送容器を
利用した輸送のアレン
ジやISOタンクのレン
タルサービスをタイに
て提供しております。

ISOタンクの輸送＆レンタル

東南アジア－欧州間で
トラックと鉄道による
国際複合一貫輸送サー
ビスを開始。タイから
中国のゲートウェイま
でトラック輸送を行い、
その後は中央アジア・
欧州仕向駅まで鉄道コ
ンテナ輸送を行います。

国際複合一貫輸送サービス
海上輸送サービスに、
現地側での特別なアレ
ンジを加えることに
よって、様々な仕向地
への輸送をご提案いた
します。駐在員日本人
スタッフ と自社ロー
カルスタッ フによる、
お客様のニーズに答え
る物流サービスを提供
します。

海上サービス

タイ倉庫仕様概要

■A倉庫 : 3,000 ㎡
床 荷 重 : 3 t 
ドックレベラー:3 基
天 井 高 : 5 m 

■C倉庫 : 2,000㎡(高床)
3,000㎡(低床)

床 荷 重 (高床)  :   3t
床 荷 重 (低床) : 10t
ドックレベラ :  2 基
天 井 高 :    7 m 

■トラック車両保有台数
コンテナドレー用ヘッド
コンテナ用シャーシ
大型･普通トラック
重量物用シャーシ
タンクローリー車
コンクリートミキサー車

■野積み場面積 :  6,200㎡

・レムチャバンの７番高速道路沿い

⾧年育んだアジア諸国との協力会社ネットワークと日本で培った技術とノウ
ハウを活かし、陸海空一貫の効率的な複合物流サービスを提供していきます。

・レムチャバン港CYから18km、車で25分の位置。
各工業団地の中間位置にあります。

1991年に東洋埠頭が
TOYO FUTO THAILAND
を設立、2002年にタ
イ大手陸運企業である
SRITHAI GROUPとの
合弁に切り替え、社名
をSRITHAI TOYO 
LOGISTICS CO.,LTD
に変更しました。

ミャンマー向け混載貨
物を1㎥から対応可能。
毎週月曜日の夜出発、
国境ミャワディーに金
曜日到着。翌週の月曜
日にはヤンゴン市内に
配送可能。近隣諸国へ
のリーファーサービス
も行っております。

■B倉庫 : 5,000 ㎡
床 荷 重 :  3 t
ドックレベラ:3 基
天 井 高 :  7 m 

■バンプール/荷役機械
蔵置能力 : 5,000 TEU
ドックレベラー :1基
リーチスタッカー:1基
Ｔバーリフト :1基
クレーン :1基

: 100 ユニット
: 150 ユニット
: 50 ユニット
: 50 ユニット
: 200 ユニット
: 300 ユニット

倉庫・ヤンゴン倉庫・ミャワディー倉庫などの新たな拠点を設置、物流ルートの
開拓により、グローバルなサプライチェーンの安定化に一層貢献してまいります。


